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Abstract: The educational program "Exercise for Creation and Invention "has been introduced into the curricula of 
the Shizuoka Institute of Science and Technology since 2004. This program includes the production of electrical and 
mecahnical devices, the making of movies and videos, the creation of works of art, research on specific subjects and 
student works as volunteers. The results of this program in 2007 are reported and the future problems are discussed. 
1 はじめに 	 のものつくり企業をターゲットとした人材育成を目指すところ 
静岡理工科大学では，平成10年に学生の創作活動支援のた にある斌 さらに本学では，あえて「ものつくりに」に限定せ 
め，倉肝乍ショップ ( 肝乍工房）が完成した．さらにその翌年j 	 ず 日頃の大学の授業では味わえない広くさまざまなことを体 
平成11年度から, 主に機械工学科を対象にして，一連の創成 験させることにより, 学生の興味 意欲を起こさせ，勉学意欲 




上記の 部の科目を統合畔甫完する形で, 新科目「倉惜・発見」 分野から成り立っている，また，学生にとっては，入学後のフ
が平成15年度から新たに導入された 2) ．初年度の平成15年 レッシュマンセミナーと卒業研究を結ぶ橋渡し的な役割を果た
度は，試行の形で学生に履修させることを試みた越 この試行 すものといえ，学生の履修時期は2---3年生としている， 
結果を踏まえて平成16年度からは正式実施に踏み切り 3) ，今 2.2 「創造・発見」の活動分野 
日に至っているーこの間, 創造・発見ワーキンググループ（現 	 「創貴・発見」には，現在3つの活動分野，「ものつくりと創 
在の倉お萱・発見科目担当教員）を中心に，テーマの発掘，学内 	 作活動，「テーマ可移モ」，「ボランティア活動」がある．以下 
および学外指導者の選定，運営方法，成績評価の方法，成果発 
表の方法等についてさまざまなディスカッションや改善等がお 
	 2.2.1 「ものつくりと創乍活動」 
こなわれてきた．これらの詳細については，以前の苅犬 4-6）を 実際に手を動かして実物に触れながら行うものつくりや創作 
参照されたい， 






2 倉随体融育「倉瞳・発見」について 	 れるようになった‘ 





2008 年 3 月 3 日受理 
*1 物質生命科学科，*2 機械工学科，*3 電気電子情報工学科 
*4 情報システム学科，*5 学務課 
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23 「倉お告・発見の履修と単I,戸J ー 

































































10 月 l日（月） 5時限に，後期に終了したテーマについては， 
12 月 17 日（月） 5日都艮に報告会を実施した．また，活動内容
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表3．テーマ可沈 
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学生は自分の意見をあまりいわない． ’ 子そ上『よ日刀×ノフJ思ラ己で二のョこリ v ユイアよv 」  
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